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シ
ェ
ル
パ
文
化  

  

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
私
た
ち
の
友
人
の
シ
ェ
ル
パ
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
小
冊
子
を
翻
訳
し
て
、
シ
ェ
ル
パ
文
化
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
下
手
な
翻
訳
で
判
り
づ
ら
く
読
み
づ
ら
い
文
章
と
な
っ
て
い
ま
す
が
ど
う
ぞ
お

許
し
く
だ
さ
い
。  

  -------------------------------------------------------------------------------- 
  

シ
ェ
ル
パ 

カ
ル
チ
ュ
ア 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ミ
ン
マ
・
ノ
ル
ブ
ー 
著 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

佐 

伯 
 

和 

起 
 

訳 
 
 
 
 
 

 

シ
ェ
ル
パ
族
の
生
活
、
祭
り
、
そ
し
て
宗
教
の
風
習 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 

前 

書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

こ
の
度
、
ミ
ン
マ
・
ノ
ル
ブ
ー
・
シ
ェ
ル
パ
君
が
、
サ
ガ
ー
ル
マ
タ
国
立
公
園
の
伝
統
文
化
の
一
端
と
し
て
、

シ
ェ
ル
パ
の
歴
史
、
文
化
、
生
活
風
習
、
宗
教
に
つ
い
て
の
小
冊
子
を
発
行
し
た
事
は
、
私
の
大
き
な
喜
び
と
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国
立
公
園
内
に
お
い
て
は
、
そ
の
動
植
物
の
保
護
や
、
高
山
の
生
態
系
の
保
護
に
加
え
て
、
そ
こ
に
息
づ
く
伝

統
文
化
の
保
護
が
前
者
と
等
し
く
重
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私
は
、
著
者
の
公
園
監
督
官
と
し
て
の
知
識
、
又
彼
自
身
の
ク
ン
ブ
ー
の
人
々
の
文
化
へ
の
深
い
造
詣
が
、
こ

こ
を
訪
れ
る
人
々
の
、
シ
ェ
ル
パ
文
化
へ
の
認
識
と
学
習
の
良
き
助
け
と
な
る
事
を
確
信
す
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
．
Ｎ
．
Ｕ
ｐ
ｒ
ｅ
ｔ
ｉ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ビ
ー
・
エ
ヌ
・
ア
プ
レ
テ
ィ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府 

国
立
公
園
保
護
管
理
部
長 

 
 

 -------------------------------------------------------------------------------- 
  
 

サ
ガ
ー
ル
マ
タ 

国
立
公
園 
 

  
 
 
 
 
 

 

序 

章 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  サ

ガ
ー
ル
マ
タ
国
立
公
園
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
北
東
、
ネ
パ
ー
ル
・
ク
ン
ブ
ー
地
方
の
、
千
二
百
四
十
三
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
渉
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。 

こ
の
国
立
公
園
へ
至
る
最
も
一
般
的
な
途
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
飛
行
機
に
よ
り
ル
ク
ラ
へ
至
る
と
い
う
方
法
で
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あ
り
、
他
の
一
つ
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
徒
歩
で
２
日
を
掛
け
て
、
あ
る
い
は
バ
ス
で
ラ
ム
サ
ン
グ
ン
に
至
り
、
そ

こ
か
ら
更
に
２
週
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
経
て
国
立
公
園
に
至
る
と
云
う
方
法
で
あ
る
。 

 
 
 

こ
の
国
立
公
園
に
は
、
世
界
最
高
峰
の
サ
ガ
ー
ル
マ
タ
（
エ
ベ
レ
ス
ト
）
や
、
い
く
つ
か
の
良
く
知
ら
れ
た
、

ロ
ー
ツ
エ
、
ヌ
プ
ツ
エ
、
チ
ョ
ー
オ
ユ
、
プ
モ
リ
、
ア
マ
ダ
ブ
ラ
ム
、
タ
ム
セ
ル
ク
、
ク
ワ
ン
デ
、
カ
ン
テ
ィ
ガ
、

ギ
ャ
チ
ュ
ン
カ
ン
等
の
山
々
が
在
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サ
ガ
ー
ル
マ
タ
国
立
公
園
は
又
、
そ
の
境
界
線
の
中
に
横
た
わ
る
標
高
の
高
い
山
々
と
共
に
、
そ
の
先
住
民
シ
ェ

ル
パ
族
で
も
、
世
界
に
有
名
に
な
っ
た
。 

国
立
公
園
の
指
定
は
（
１
９
７
６
年
指
定
）
ユ
ニ
ー
ク
な
文
化
や
、
物
理
的
、
科
学
的
に
貴
重
な
も
の
を
、
健

全
な
保
護
政
策
の
許
で
積
極
的
な
運
営
を
通
し
、
守
っ
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。 

こ
の
小
冊
子
が
公
園
を
訪
れ
る
人
々
に
あ
ま
り
り
顧
み
ら
れ
な
い
シ
ェ
ル
パ
族
の
豊
か
な
宗
教
的
、
文
化
的
な

伝
統
へ
の
案
内
書
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

  
   
 
 
 
 
 
 

シ
ェ
ル
パ
族
の
人
々

シ
ェ
ル
パ
族
の
人
々

シ
ェ
ル
パ
族
の
人
々

シ
ェ
ル
パ
族
の
人
々 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

  

サ
ガ
ル
マ
タ
国
立
公
園
の
シ
ェ
ル
パ
族
（
シ
ェ
ル
パ
と
は
東
の
人
の
意
味
）
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
東
の
サ
ル
モ
・

ゴ
ン
と
呼
ば
れ
る
地
方
か
ら
移
住
し
た
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
政
治
的
圧
迫
を
逃
れ
彼
ら
の
元
来
の
故
郷
を
後
に

し
、
ナ
ン
パ
・
ラ
峠
（
標
高
五
千
七
百
十
六
米
）
を
越
え
て
ネ
パ
ー
ル
に
入
っ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

千
四
百
人
足
ら
ず
の
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
現
在
の
彼
ら
の
故
郷
で
あ
る
、
無
人
の
人
里
離
れ
た
、
そ
し
て
近
付

き
難
い
こ
の
地
に
住
み
着
い
た
。 

 
 
 

 

そ
し
て
今
日
、
此
処
に
は
自
分
た
ち
が
二
つ
の
最
初
の
由
緒
あ
る
移
民
家
系
の
末
裔
で
あ
る
と
信
じ
た
、
三
千

人
の
シ
ェ
ル
パ
族
が
暮
ら
し
て
い
て
、
又
、
そ
の
後
の
継
続
す
る
移
住
に
よ
り
、
そ
の
由
緒
正
し
い
二
つ
の
家
系

の
分
家
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
十
二
の
家
系
の
他
に
更
に
十
六
を
越
え
る
新
し
い
家
系
が
存
在
す
る
。 

 
 

家
系
は
シ
ェ
ル
パ
社
会
に
お
い
て
、
主
に
シ
ェ
ル
パ
族
の
結
婚
や
祭
り
に
お
い
て
歴
史
的
な
重
要
性
を
持
つ
。 

 

シ
ェ
ル
パ
族
の
習
わ
し
で
、
同
じ
家
系
を
名
乗
る
内
部
者
同
志
に
あ
っ
て
は
、
父
方
の
系
統
に
つ
い
て
は
三
世

代
を
越
え
な
い
者
、
母
方
の
系
統
に
つ
い
て
は
い
と
こ
ま
で
、
そ
の
結
婚
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
 

又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
系
毎
に
、
毎
年
一
度
祝
い
ご
と
を
行
い
、
そ
の
家
系
の
神
々
と
、
夏
の
家
畜
を
育
む
牧
草
、

耕
作
す
る
そ
の
家
系
の
根
拠
地
た
る
大
地
に
捧
げ
も
の
を
す
る
と
い
う
事
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。 

 

シ
ェ
ル
パ
族
は
放
牧
民
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ガ
芋
が
こ
の
地
に
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
彼
ら
の
生
活
は
季
節
の
野

性
の
野
菜
と
、
ヤ
ク
（
牛
に
よ
く
似
た
大
き
な
家
畜
で
、
肉
、
ミ
ル
ク
、
毛
糸
等
の
恵
み
を
も
た
ら
す
。）
に
よ
り

支
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

彼
ら
は
す
ぐ
に
ジ
ャ
ガ
芋
を
貯
蔵
す
る
技
術
、人
や
動
物
の
力
や
要
ら
な
い
落
葉
等
に
よ
り
大
地
を
肥
沃
に
し
、

蕎
や
大
麦
を
そ
だ
て
る
技
術
を
身
に
つ
け
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
技
術
の
定
着
に
よ
り
、
相
対
的
に
繁
栄
し
た
シ
ェ
ル
パ
社
会
は
外
部
か
ら
の
干
渉
も
無
く
、
彼
ら
自
身
の

独
特
な
気
質
を
創
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

家
族
構
成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

文
化
的
、
経
済
的
両
面
か
ら
見
た
シ
ェ
ル
パ
族
の
基
本
的
家
族
構
成
は
、
常
に
両
親
と
未
婚
の
子
供
た
ち
か
ら
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な
る
核
家
族
で
あ
る
。
新
た
な
核
家
族
の
構
成
は
、
複
雑
な
３
回
の
結
婚
式
、
ソ
ダ
ン
（
相
談
）
デ
ム
・
チ
ャ
ン

（
婚
約
）
ゼ
ン
ジ
（
結
婚
披
露
）
を
含
む
過
程
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
に
為
さ
れ
る
。
家
族
の
土
地
は
、
男
の

相
続
人
達
に
、
又
宝
石
、
家
具
、
衣
類
の
よ
う
な
家
財
は
、
家
内
中
の
女
の
相
続
人
達
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
婚
の

時
に
平
等
に
分
配
さ
れ
る
。
そ
し
て
家
族
の
末
息
子
は
、
そ
の
家
族
の
家
を
相
続
し
、
彼
の
両
親
の
晩
年
を
扶
養

す
る
義
務
を
負
う
。 

  

宗
教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

シ
ェ
ル
パ
族
は
、
そ
れ
自
身
マ
ハ
ヤ
ナ
伝
説
か
ら
発
生
し
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ニ
ィ
ン
・
マ
パ
派
に
属
す
る
。

グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
（
パ
ド
マ
・
サ
ム
ブ
と
い
う
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
修
業
者
）
が
こ
の
派
の
聖
な
る
始
祖
で
あ
る
と

み
な
さ
れ
る
。 

 

湖
の
真
ん
中
の
蓮
の
伝
説
が
産
ま
れ
そ
れ
は
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
の
伝
説
で
あ
り
、
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
が
宝

石
の
よ
う
な
蓮
に
祝
福
の
言
葉
を
か
け
る
と
、
経
文
や
マ
ニ
ウ
ォ
ー
ル
の
碑
文
が
“
オ
ン
・
マ
ニ
・
ペ
ド
・
メ
・

フ
ン
”
と
書
か
れ
た
と
言
う
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宗
教
書
は
グ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
は
非
常
に
力
を
持
っ
た
魔
術
師
で
、
彼
は
そ
の
神
秘
的
な
力
を
通
し
て
他
の
魔

法
使
い
や
悪
魔
を
征
服
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
詳
説
す
る
。 

 

そ
れ
は
、
こ
れ
ら
が
、
絵
画
や
、
ゴ
ン
パ
（
寺
院
）
の
飾
り
付
け
の
表
現
に
よ
り
、
マ
ハ
ヤ
ナ
学
派
の
基
本
信

仰
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

最
も
重
要
な
神
は
、
文
字
の
ご
と
く
、
ク
ン
ブ
ー
の
神
ク
ン
ブ
ー
・
ユ
ー
ラ
と
、
チ
ョ
モ
ロ
ン
モ
（
地
球
の
母

な
る
神
）
他
の
呼
び
方
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
語
で
サ
ガ
ー
ル
マ
タ
、
西
洋
で
は
エ
ベ
レ
ス
ト
山
と
呼
ば
れ
知
ら
れ
て

い
る
、
そ
れ
ら
で
あ
る
。
そ
の
外
の
山
の
神
々
は
プ
モ
リ
（
娘
の
山
）
を
含
む
守
護
神
と
、
そ
の
他
の
下
僕
神
の

カ
ン
テ
ィ
ガ
や
タ
ム
セ
ル
ク
の
よ
う
な
山
々
で
あ
る
。
そ
の
他
の
重
要
な
土
着
霊
は
、
各
地
の
水
に
住
む
ル
ゥ
と

し
て
知
ら
れ
る
土
着
霊
、大
き
な
玉
石
に
住
む
ド
ゥ
と
し
て
知
ら
れ
る
土
着
霊
な
ど
が
あ
る
。 
更
に
加
う
る
に
、

各
家
系
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
、
彼
ら
自
身
の
家
系
の
根
源
に
関
わ
る
特
別
な
山
に
住
む
独
自
の
氏
神
を
持
つ
。
そ
し

て
又
、
同
じ
場
所
に
は
、
食
物
を
捧
げ
、
お
経
を
唱
え
、
祈
り
を
捧
げ
て
い
さ
え
す
れ
ば
慈
悲
深
い
、
人
々
の
日

常
の
出
来
事
を
司
る
土
地
神
達
も
存
在
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シ
ェ
ル
パ
族
の
生
活
は
、
仏
教
の
概
念
が
織
り
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
寺
院
は
文
化
活
動
の
中
心
で
あ
り
、
農
業

や
牧
畜
に
関
わ
る
主
な
行
事
や
宗
教
信
仰
の
強
化
や
公
共
の
儀
礼
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ら
に
の
風
習
に
よ
り
寺
院

も
経
済
的
に
維
持
さ
れ
る
。 

 
 
 

 

そ
の
公
共
の
村
の
寺
院
で
は
、
男
女
の
結
婚
や
時
折
々
の
儀
式
が
取
り
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ
は
又
、
村
の
人
々

の
集
会
場
で
も
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ゴ
ン
パ
（
宗
派
の
独
立
し
た
寺
）
は
一
階
も
し
く
は
二
階
建
て
の
礼
拝
堂
と
前
庭
か
ら
成
っ
て
い
る
。
公
共
の

村
の
寺
院
と
、
独
立
し
た
宗
派
の
ゴ
ン
パ
の
主
な
違
い
は
、
後
者
が
高
名
な
ラ
マ
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
ラ
マ
専
用
の
、
シ
ャ
ー
サ
ン
・
ラ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
祈
祷
室
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

季
節 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国
立
公
園
へ
の
訪
問
者
は
、
時
と
し
て
、
年
中
い
た
る
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
シ
ェ
ル
パ
の
家
族
に
よ
る
儀
式

に
出
く
わ
す
。
こ
れ
ら
は
、
結
婚
式
、
葬
式
、
子
供
の
命
名
式
、
悪
魔
払
い
、
ソ
ナ
ム
（
福
）
を
呼
び
込
む
儀
式
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や
、
そ
の
他
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
着
神
の
名
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
様
々
な
儀
式
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

ロ
ー
ザ
ー
（
正
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

正
月
は
通
常
、
一
月
の
終
わ
り
、
も
し
く
は
二
月
の
初
め
に
祝
わ
れ
る
。
一
年
の
こ
の
時
期
は
大
地
は
凍
て
つ

き
、
時
と
し
て
雪
も
積
も
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
時
期
の
主
な
仕
事
は
、
糸
紡
ぎ
、
は
た
織
り
、
家
畜
の
飼
育
、
そ
し
て
修
繕
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
正
月
の

祝
い
に
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
系
の
氏
神
さ
ま
を
お
参
り
し
、
家
の
汚
れ
を
払
い
、
ツ
ァ
ン
パ
（
穀

物
の
粉
）
を
用
い
て
家
の
は
め
板
に
、
来
る
年
に
幸
多
か
れ
と
の
願
い
を
込
め
た
飾
り
を
す
る
。
子
供
た
ち
は
新

し
い
服
を
着
て
新
年
を
祝
い
、
祝
宴
は
続
く
。
祝
宴
は
、
そ
れ
に
参
列
す
る
家
族
の
数
に
よ
り
、
一
週
間
に
も
わ

た
る
事
も
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

チ
リ
ム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

村
の
儀
式
と
し
て
知
ら
れ
る
チ
リ
ム
は
、
村
の
ゴ
ン
パ
で
一
年
に
二
度
、
四
月
の
農
業
開
始
で
土
地
を
準
備
す

る
時
と
、
九
月
の
、
作
物
を
収
穫
し
家
畜
は
夏
の
放
牧
地
か
ら
村
へ
戻
り
し
た
時
に
取
り
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
儀

式
の
主
目
的
は
、
社
会
に
悪
を
為
す
悪
霊
を
払
う
事
で
あ
る
。 

 

れ
は
そ
の
土
地
の
ラ
マ
僧
が
祭
司
を
司
り
、
神
々
と
悪
霊
共
通
の
ト
ル
マ
（
練
り
粉
で
作
っ
た
人
型
）
を
作
る
。

こ
れ
ら
の
ト
ル
マ
の
材
料
は
、
土
地
の
子
供
た
ち
が
、
ホ
、
ホ
、
ホ
と
大
声
で
叫
び
な
が
ら
村
中
を
廻
り
、
各
家

々
か
ら
少
し
づ
つ
集
め
ら
れ
る
。
こ
の
チ
リ
ム
の
儀
式
は
全
て
の
家
の
持
ち
回
り
で
、
決
め
ら
れ
た
二
家
族
に
よ

り
準
備
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

オ
・
シ
ョ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

オ
・
シ
ョ
ー
は
、
人
々
の
行
列
が
村
中
を
取
り
囲
ん
で
祝
わ
れ
る
。
行
列
の
間
に
は
四
つ
の
、
村
の
四
隅
を
守

護
す
る
ト
ル
マ
が
据
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
儀
式
は
、
村
の
土
地
へ
の
神
々
の
守
護
を
願
い
農
業
の
開
始
シ
ー
ズ
ン
に
行
な
う
。
そ
れ
は
新
し
く
種
を

蒔
く
作
物
へ
超
自
然
的
な
加
護
を
与
え
よ
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
儀
式
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

ド
ム
ジ
ェ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ド
ム
ジ
ェ
は
シ
ェ
ル
パ
社
会
の
中
に
お
い
て
は
、
非
常
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
。
そ
れ
は
３
０
０
年
以
上
も
続

い
て
い
る
風
習
で
あ
る
。
そ
の
土
地
の
ド
ム
ジ
ェ
の
当
番
は
、
５
日
間
に
わ
た
り
、
村
中
の
人
々
に
食
物
や
飲
み

物
を
振
舞
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
の
ド
ム
ジ
ェ
当
番
の
義
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
の
家
の
数
に
よ
り
何
年
か
に
一
度
全
て
の
家
庭
に
く
ま
な
く

当
っ
て
く
る
。
こ
の
儀
式
の
間
は
、
貧
富
も
共
に
平
等
に
こ
れ
を
取
り
行
な
う
。
タ
ン
ボ
チ
ェ
・
ゴ
ン
パ
か
ら
僧

侶
が
招
か
れ
、
経
を
朗
唱
し
、
儀
式
を
行
な
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ド
ム
ジ
ェ
の
儀
式
は
二
つ
の
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
は
、
数
多
の
神
々
の
力
で
村
の
魔
敵
を
抑
え
込
む
様
に
頼
む

事
と
、
守
護
聖
人
ラ
マ
・
サ
ン
ガ
・
ド
ル
ジ
ェ
の
命
日
の
法
要
を
取
り
行
な
う
と
い
う
事
で
あ
る
。 

 
  

マ
ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
（
マ
ニ
・
リ
ル
ド
ゥ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最
初
の
マ
ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
は
タ
ン
ボ
チ
ェ
寺
院
に
お
い
て
１
９
３
０
年
頃
か
ら
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
の
マ
ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
の
起
源
は
チ
ベ
ッ
ト
の
ロ
ン
ブ
ク
寺
院
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

マ
ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
は
僧
侶
た
ち
が
神
々
を
表
す
マ
ス
ク
を
か
ぶ
り
、
儀
礼
の
舞
を
舞
う
祈
り
の
儀
式
で
あ
る
。

多
く
の
村
々
か
ら
信
者
が
見
物
に
訪
れ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
マ
の
祝
福
に
よ
る
ソ
ナ
ム
（
福
）
を
得
よ
う
と
し
、
僧
侶
た

ち
自
分
た
ち
の
作
っ
た
に
と
う
も
ろ
こ
し
や
穀
物
を
捧
げ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

マ
ニ
・
リ
ム
ド
ウ
は
普
通
そ
の
年
の
１
１
月
に
開
催
さ
れ
、
３
日
間
に
渡
り
続
く
。
こ
の
マ
ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
の

終
わ
り
は
村
仕
事
の
終
わ
り
、
つ
ま
り
収
穫
の
休
止
、
収
穫
の
終
了
に
一
致
す
る
。 

 

又
、
タ
ー
メ
ー
寺
院
の
マ
ニ
・
リ
ム
は
、
五
月
、
調
度
モ
ン
ス
ー
ン
の
中
断
す
る
直
前
に
行
な
わ
れ
る
。 

マ

ニ
・
リ
ム
ド
ゥ
は
ク
ン
ブ
ー
中
の
村
か
ら
人
々
を
集
め
る
唯
一
の
大
き
な
伝
統
文
化
行
事
で
あ
る
。 

 
  

ニ
ウ
ン
ネ 

 
 

 

ニ
ウ
ン
ネ
と
し
て
知
ら
れ
る
祭
事
は
、
五
月
の
終
わ
り
も
し
く
は
、
六
月
の
初
め
に
村
の
ゴ
ン
パ
で
行
な
わ
れ

る
。
こ
の
祭
事
の
主
目
的
は
礼
拝
者
の
罪
汚
れ
を
払
い
、
神
々
の
守
護
を
賜
わ
り
、
よ
り
大
き
な
ソ
ナ
ム
（
福
）

を
手
に
入
れ
る
事
で
あ
る
。 

 

通
常
は
年
配
の
信
心
深
い
人
々
が
参
拝
す
る
。
こ
の
儀
式
は
ラ
マ
が
祭
司
を
司
る
事
と
な
っ
て
い
る
。 

 

初
日
は
参
拝
者
が
ラ
マ
と
共
に
経
文
を
唱
え
、
二
日
目
は
全
て
の
参
会
者
が
断
食
し
、
彼
ら
は
誰
と
も
喋
ら
ず

無
言
の
業
を
行
な
い
、
三
日
目
は
、
ラ
マ
か
ら
祝
福
を
得
た
後
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
帰
る
。 

  
   
 
 

宗
教
上
の
建
造
物
（
建
築
様
式
）

宗
教
上
の
建
造
物
（
建
築
様
式
）

宗
教
上
の
建
造
物
（
建
築
様
式
）

宗
教
上
の
建
造
物
（
建
築
様
式
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
    

  

マ
ニ
（
マ
ニ
ツ
ン
キ
ュ
ア
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

大
き
な
マ
ニ
車
で
、多
く
の
教
典
が
中
に
入
っ
て
お
り
、祈
願
す
る
者
の
神
聖
な
神
へ
の
祈
り
の
意
味
を
持
つ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
均
的
に
、
高
さ
２
ｍ
、
直
径
１
．
５
ｍ
の
大
き
さ
で
あ
る
。（
マ
ニ
ツ
ン
キ
ュ
ア
と
し
て
知
ら
れ
る
） 

い
く

つ
か
の
村
は
、
公
共
の
建
物
と
、
マ
ニ
ラ
ン
グ
と 

し
て
知
ら
れ
る
マ
ニ
ツ
ン
キ
ュ
ア
を
区
別
し
て
い
る
。
そ
れ

は
ゴ
ン
パ
の
物
、
あ
る
い
は
個
人
の
家
の
中
の
物
と
し
て
区
別
で
あ
る
。
マ
ニ
ツ
ン
キ
ュ
ア
を
時
計
回
り
方
向
に

回
す
と
徳
を
得
る
事
が
出
来
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ラ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ラ
ン
グ
は
、
家
に
隣
接
し
た
個
人
的
礼
拝
堂
で
あ
る
。
神
へ
の
接
近
は
家
か
ら
達
成
さ
れ
る
。
家
の
壁
に
は
壁

画
が
描
か
れ
、
彫
像
や
教
典
で
飾
ら
れ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

ツ
ァ
ム
・
カ
ン 

 
 

ツ
ァ
ム
・
カ
ン
と
は
、
通
常
は
集
落
か
ら
遠
く
離
れ
た
丘
の
横
や
岩
の
下
の
頗
る
簡
単
な
住
居
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
住
居
は
隠
者
の
瞑
想
を
目
的
と
す
る
。 

  

カ
ニ 

 
 

村
や
公
共
の
僧
院
の
入
り
口
に
は
、
た
い
て
い
天
井
や
壁 

 

面
に
宗
教
画
が
描
か
れ
た
、
カ
ニ
と
呼
ば
れ
る

通
用
門
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
入
り
口
の
門
あ
る
い
は
チ
ョ
ル
テ
ン
は
、
悪
霊
が
人
々
に
着
い
て
村
へ
入
り
込
む
の
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を
阻
止
し
て
い
る
。 

  

チ
ョ
ル
テ
ン
（
ス
ト
ゥ
ー
パ
） 

 

チ
ョ
ル
テ
ン
と
呼
ば
れ
る
仏
舎
利
塔
は
、
通
常
石
で
作
ら
れ
、
そ
の
四
方
は
目
が
描
か
れ
、
悪
霊
か
村
に
入
り

込
ま
な
い
様
に
守
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
に
は
高
僧
の
遺
骨
や
教
典
が
入
っ
て
居
る
。
こ
れ
ら
は
普
通
、
村
の
入
り
口
に
マ
ニ
ウ
ォ
ー
ル
か
カ
ニ

と
一
緒
に
建
っ
て
い
る
。 

  

マ
ニ
ウ
ォ
ー
ル 

 

こ
れ
ら
は
、
神
聖
な
祈
り
の
言
葉
“
オ
ン
・
マ
ニ
・
ペ
ド
・
メ
・
フ
ン
”
と
刻
ま
れ
た
石
で
、
壁
と
し
て
或
い

は
チ
ョ
ル
テ
ン
の
回
り
に
積
み
重
ね
ら
れ
る 

 

か
し
て
い
る
。
人
々
は
、
左
か
ら
右
の
方
向
に
こ
れ
を
巡
り
、
ソ
ナ
ム
を
得
よ
う
と
す
る
。 

 

マ
ニ
・
ウ
ォ
ー
ル"

は
シ
ェ
ル
パ
族
の
村
の
あ
り
ふ
れ
た
特
徴
で
あ
る
。
神
聖
な
祈
り
の
言
葉
「
オ
ン
・
マ
ニ
・

ペ
ド
・
メ
・
フ
ン
」
が
、
石
板
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

ゴ
ン
パ
（
僧
院
） 

 

ゴ
ン
パ
は
通
常
、
村
の
公
共
財
産
と
し
て
の
物
と
宗
派
の
物
に
大
別
さ
れ
る
。 

 

主
な
宗
派
の
ゴ
ン
パ
は
タ
ー
メ
ー
、
タ
ン
ボ
チ
ェ
、
ツ
ブ
テ
ン
・
チ
ョ
リ
ン
に
在
る
。 
 
 

 

こ
れ
ら
宗
派
の
ゴ
ン
パ
は
普
通
、生
ま
れ
代
わ
り
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
ラ
マ
に
預
け
ら
れ
、運
営
さ
れ
て
い
る
。  

  

シ
ェ
ル
パ
文
化
豆
知
識

シ
ェ
ル
パ
文
化
豆
知
識

シ
ェ
ル
パ
文
化
豆
知
識

シ
ェ
ル
パ
文
化
豆
知
識 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

  

マ
ニ
ウ
ォ
ー
ル
を
通
り
す
ぎ
る
時
は
、
左
側
を
通
る
。
こ
の
習
慣
の
実
行
は
、
あ
な
た
が
仏
教
徒
の
伝
統
を
尊

重
し
て
い
る
と
言
う
事
を
意
味
す
る
。
汚
い
物
を
泉
に
捨
て
て
は
い
け
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
水
神
ル
ー

が
怒
る
と
信
じ
ら
れ
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シ
ェ
ル
パ
族
の
炉
の
火
に
、
汚
れ
た
も
の
、
肉
な
ど
の
食
べ
残
し
を
放
り
こ
ん
で
は
い
け
な
い 

そ
の
よ
う
な

不
潔
な
不
快
な
匂
い
を
山
の
神
が
怒
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

寺
や
僧
院
を
訪
れ
た
時
は
い
つ
も
、
少
し
の
喜
捨
を
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
伝
統
的
な
特
有
の
尊
敬
の
表
し
方
で

あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人
々
の
写
真
を
取
る
と
き
、
又
人
々
の
入
る
広
範
囲
な
写
真
を
取
る
と
き
は
、
礼
儀
正
し
く
ち
ょ
っ
と
し
た
贈

り
物
を
し
て
許
可
を
得
る
こ
と
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シ
ェ
ル
パ
に
、
食
肉
用
の
動
物
を
殺
す
こ
と
を
頼
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も
肉
は
容
易
に

手
に
入
る
。
こ
れ
は
、
ク
ン
ブ
ー
社
会
の
き
ま
り
と
仏
教
上
の
戒
律
の
両
面
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
。 

 

カ
タ
（
白
い
ス
カ
ー
フ
）
は
、
感
謝
の
意
の
表
明
、
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
す
時
、
別
れ
の
挨
拶
時
な
ど
に
用
い

る
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
風
習
で
、
男
の
人
に
は
右
手
か
ら
、
女
の
人
に
は
左
手
か
ら
、
首
の
回
り
に
掛
け
て
や
る
。

し
か
し
ラ
マ
僧
の
首
に
掛
け
る
の
は
い
け
な
い
、
た
だ
ラ
マ
僧
の
手
の
上
に
捧
げ
る
。 

 
 
 

 

物
乞
い
を
す
る
子
供
た
ち
に
物
を
遣
っ
て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
僧
も
し
く
は
尼
僧
が
喜
捨
求
め
て
来
た
場
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合
は
可
能
な
か
ぎ
り
気
前
良
く
物
を
与
え
る
事
は
宗
教
上
、
伝
統
的
に
尊
敬
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
い
る
。 

 

伝
統
的
な
シ
ェ
ル
パ
の
家
に
在
っ
て
は
、
炉
の
傍
の
席
は
そ
の
生
死
に
関
わ
ら
ず
そ
の
家
の
主
の
席
で
あ
る
。

そ
れ
故
そ
こ
に
座
る
事
は
不
作
法
な
事
と
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

微
笑
み
返
す
事
を
忘
れ
ず
に
、そ
し
て
シ
ェ
ル
パ
語
の
有
難
う
、ト
ー
チ
ェ
ト
ー
チ
ェ
を
覚
え
て
い
る
と
良
い
。 

   

良
く
使
わ
れ
る
シ
ェ
ル
パ
語
、
ネ
パ
ー
ル
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

日
本
語 

 
 
 
 

シ
ェ
ル
パ
語 

 
 
 

ネ
パ
ー
ル
語 

 
 

  
 
 

こ
ん
に
ち
は 

 
 
 

タ
シ
・
デ
レ 

 
 
 

ナ
マ
ス
テ 

あ
り
が
と
う 

 
 
 

ト
ゥ
・
チ
ェ 

 
 
 

ダ
ン
ネ
バ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

来
る
、
行
く 

 
 
 

フ
ェ
プ 

 
 
 
 
 

パ
ル
ヌ
、
ホ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

食
べ
る 

 
 
 
 
 

シ
ェ
イ 

 
 
 
 
 

カ
ナ
・
ホ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

飲
む 

 
 
 
 
 
 

シ
ェ
イ 

 
 
 
 
 

プ
ヌ
・
ホ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

小
道 

 
 
 
 
 
 

ラ
ム 

 
 
 
 
 
 

バ
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

水 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ュ 

 
 
 
 
 
 

パ
ニ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

峰 
 
 
 
 
 
 
 

カ
ン
・
リ 

 
 
 
 

ヒ
マ
ー
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

村 
 
 
 
 
 
 
 

ユ
ル 

 
 
 
 
 
 

ガ
ウ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

湖 
 
 
 
 
 
 
 

チ
ョ
ー 

 
 
 
 
 

ポ
カ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      


